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◎外周鉄骨の組み立て 

 主たる耐震補強のため、輪窯外周にリン酸処理

を施した鉄骨を組み立てました。この補強材は窯

壁鉄骨に連結し耐震性を発揮します。２列の補強

材の間はちょうど回廊状になるため、活用のため

の見学通路にする予定です。 

 

鉄骨補強材の組み立て 

 

◎煙突部鉄骨補強の組み立て 

 高さ約４０ｍを測る煙突については、倒壊を避

けるため、特に頑強な鉄骨補強を施しました。補

強の高さは、当初の木造覆屋とほぼ同じ高さにな

るため、鉄骨補強の被覆の際には、規模をイメー

ジできるよう木で外壁を作り、小窓を設けるなど

しています。 

 

煙突部鉄骨補強の組み立て 

 

 

 

煙突部鉄骨補強の組み立て 

 

鉄骨補強と煙突の連結 

 

煙突部鉄骨補強空間の内部 

 

◎保存修理工事の竣工 

 ホフマン輪窯という貴重な文化財を適切に保存

活用し、後世に伝えていくために、平成３１年２



 

月から行ってきた保存修理工事は、令和７年５月

をもって竣工しました。引き続き、旧事務所等の

保存修理を行っていきます。 

 

 

 

保存修理工事竣工写真 

 

◎ホフマン輪窯の公開活用に向けて 

 ホフマン輪窯の保存修理工事は完成しましたが、

適切に管理活用するためには、周辺整備が必要と

なります。令和７年度以降、輪窯外周に設けた鉄

骨補強に外壁を設置し、グラフィックなどを用い

て輪窯内を見学できるよう整備します。 

また、隣接して管理活用のための施設を建設し

ます。施設内には受付やシアター、厨房などを設

け、輪窯の一部は飲食スペースとして輪窯の魅力

を伝えたいと考えています。 

 

輪窯と管理活用棟の鳥瞰イメージ 

 

輪窯内展示のイメージ 

輪窯内飲食エリアのイメージ 
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